
第４期科学技術基本計画の
推進について

資料２

平成24年１月26日
科学技術イノベーション政策推進懇談会



１．第４期基本計画推進体制について

＜検討にあたっての考え方＞

第４期基本計画では、以下のとおり科学技術イノベーション政策を推進するとしている。

○課題を予め設定し、その達成に向けて、研究開発の推進から、その成果の利用、
活用に至るまで関連する科学技術を一体的、総合的に推進する

○独創的な研究成果を生み出し、それを発展させて新たな価値創造に繋げる

前者については第Ⅱ章及び第Ⅲ章で課題への対応と具体的取組を、また後者につい
ては第Ⅳ章に基礎研究の強化と具体的な取組を整理し、さらにこれらの課題に向け
た推進方策について第Ⅴ章にまとめている。

このため、第４期基本計画の推進体制については、第Ⅱ章及び第Ⅲ章の課題達成に
向けた体制と、第Ⅳ章及び第Ⅴ章に掲げられた取組の推進に係る体制について、早
急に立ち上げるべきものから優先的に検討する。
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科学技術イノベーション政策推進専⾨調査会 科学技術イノベーション戦略協議会
第４期基本計画の第Ⅱ章、第Ⅲ章に示された科
学技術イノベーション政策に関し、課題達成の観
点から、府省の枠組みを超えて国として取り組む
べき戦略、取組み内容案を具体化する。

○復興再生戦略協議会
○グリーンイノベーション戦略協議会
○ライフイノベーション戦略協議会

WG／ＰＴ
第４期基本計画の第Ⅳ章、第Ⅴ章に関し、第３
期基本計画までの総合科学技術会議（以下、「Ｃ
ＳＴＰ」）の取組、成果、課題を総括し、改善・推進
すべき内容案を具体化する。

・基礎研究等、人材育成、国際活動に係る
ＷＧ／ＰＴ

第４期基本計画に基づき、我が国の科学技術、イ
ノベーション創出力の発展および質的向上をもた
らし、結果として国際競争力向上に資する、重点
的かつ優先的に取り組むべき骨太の課題、施策、
政策、並びに科学技術イノベーションの推進に向
けたシステム改革を進めるための取組の方向性
について審議を行い、提言・提案をまとめる。

＜検討事項＞
○第４期基本計画のフォローアップと見直し
○第４期基本計画のＰＤＣＡサイクルの確立と実行
○イノベーションの実現に向けたシステム改革

１．第４期基本計画推進体制について（検討分担）（案）

●既設の専門調査会に加えて、戦略協議会及びＷＧ／ＰＴの整備を検討してはどう
か。（本提案にあたって整理した内容は次ページ以降に記載）
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２．Ⅱ章、Ⅲ章の課題への対応 １／３

＜Ⅱ章＞

●将来にわたる持続的な成長と社会の発展を実現するため、我が国が取
り組むべき喫緊の課題として、「震災からの復興・再生」、「グリーンイノ
ベーション」、「ライフイノベーション」が掲げられている。

●これらの３本柱については、戦略協議会を設置し、課題達成の観点から、
府省の枠組みを超えて国として取り組むべき戦略、取組み内容案を具体
化する。

●戦略協議会では、研究・技術開発のみならず、イノベーションを実現する
ために必要なシステム改革（規制・制度改革、導入促進策等）を含めた
全てを協議対象とする。

●戦略協議会の協議結果は、科学技術重要施策アクションプラン（ＡＰ）の
政策課題、重点的取組（予算、制度改革のいずれも含む）として取り纏
め、科学技術イノベーション政策の実行に具体的に反映する。
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２．Ⅱ章、Ⅲ章の課題への対応 ２／３

＜Ⅲ章＞

●Ⅱ章と同等に、国として取り組むべき多様な課題として、「国民生活」、
「産業競争力」、「地球規模問題」、「国家基盤」、「共通基盤」が掲げられ
ている。

●これらの課題については、戦略協議会のミッションやアウトプットと照らし
て、戦略協議会において推進すべき課題があるかどうか、引き続き検討
を行う。
【論点】
・「国民生活」、「産業競争力」については、戦略協議会において推進すべき
課題があるか。
・「地球規模問題」については、３本柱でカバーできるのではないか。

・「国家基盤」については、宇宙戦略室、海洋本部、情報セキュリティーセン
ター、文科省、防衛省等の主体に対してＣＳＴＰとして関与すべきことは何か。

・共通する課題（「安全」など）はあるか。それらについては、どのような議論
の場がよいか。
・ナノテク、ＩＣＴ等の「共通基盤」については、どのような議論の場がよいか。

4



＜Ⅱ章、Ⅲ章に共通するシステム改革の取扱い＞

●各戦略協議会におけるイノベーションを実現するためのシステム改革
に関する議論を、科学技術イノベーション政策推進専門調査会（以下
「推進専門調査会」）において俯瞰的にとらえ、これらに共通する事項
を検討する。

２．Ⅱ章、Ⅲ章の課題への対応 ３／３
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GI LI 復興・再⽣

国⺠⽣活

産業競争⼒
強化に向けた
共通基盤

地球規模問題

国家基盤

・被災地の産業の復興・再⽣
・社会インフラの復旧・再⽣
・被災地における安全な⽣活の実現

・安定的なエネルギー供給と低
炭素化の実現
・エネルギー利⽤の⾼効率化及
びスマート化
・社会インフラのグリーン化

・⾰新的な予防法の開発
・新しい早期診断法の開発
・安全で有効性の⾼い治療の
実現
・⾼齢者、障害者、患者の⽣
活の質（QOL）の向上

・ ⾃然災害をはじめとする様々な災
害等から、⼈々の⽣活の安全を守る

・ ⽣態系の保全
・ 新たな資源の獲得
・ エネルギー安全保障

・ ⼈の健康保護

・ 安全性の向上と利便性及び
快適性の向上の両⽴
・ ⾷糧⾃給率の向上、⾷品の
安全性向上、⽔の安定的確保

・ 新たなものづくり技術の共通基盤
・ 新たな付加価値の創出（次世
代交通ｼｽﾃﾑ、ｽﾏｰﾄｸﾞﾘｯﾄﾞ…）
・ サービス産業の⽣産性向上
・ 新産業の創出、経済社会システ
ムの効率化

・ ⼤規模な気候変動への対応
・ ⽣物多様性の保全
・ 資源やエネルギーの安定供給

・ ⼤規模な⾃然災害等の対策・ 新興・再興感染症への対策

・ 有⽤資源の開発や確保
・ 安全保障・安全な国⺠⽣活
の実現
・ 能動的で信頼性の⾼い情報
セキュリティ
・ 核不拡散、核セキュリティ
・ ⾼度、かつ複雑なシステムに関
する事故・トラブルへの対応
・ 物質、⽣命、海洋、地球、宇
宙に関する統合的な理解・解明

・ 地震や津波等の早期検知・ 独⾃なエネルギー源確保
・ 原⼦⼒に係る安全・防災

⾚字：Ⅱ章での課題/⽬標設定
⻘字：Ⅲ章での課題/⽬標設定

共通基盤

参考：第Ⅲ章の整理（第４期基本計画 第Ⅲ章の課題と第Ⅱ章の重要課題との関係について整理）
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・ ⾰新的な共通基盤技術
・ 多様な市場のニーズへの対応

・ 領域横断的な科学技術の強化
・ 共通的基盤的な施設及び設備の⾼度化・ネットワーク化



３．第Ⅳ章、第Ⅴ章の取組への対応

●「基礎研究の強化」、「人材育成」、Ⅲ章で掲げた「国際活動」は、戦略協議会
のミッション、成果の反映プロセス（ＡＰ）と異なるものであり、戦略協議会以外
の検討体制が必要。これらについて、ＷＧ／ＰＴの要否を検討してはどうか。そ
の際、ＷＧ／ＰＴのミッションや成果、取組を達成する手段をどのように考える
か。

●上記以外の事項及び第４期基本計画全体を俯瞰する事項について、推進専門
調査会本体で検討を進めていく。

＜推進専門調査会の検討事項＞
・第４期基本計画のフォローアップと見直し
・第４期基本計画のＰＤＣＡサイクルの確立と実行
・イノベーションの実現に向けたシステム改革
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参考：第Ⅳ章、第Ⅴ章の整理

分類 ４期計画の項⽬ 施策内容例 推進体制案

基
礎
研
究
等

Ⅳ．２． 基礎研究の抜本的強化 ① 新規採択率などの⽬標に向けた研究資⾦制度の整備
② 審査や評価の在り⽅の改善
③ 論⽂被引⽤度数や海外からの研究者⽐率などの⽬標達成

ＷＧ／ＰＴ

Ⅳ．４． 国際標準の研究環境及び基盤の
形成

①⼤学の施設及び整備の整備、
②先端研究施設及び設備の整備、共⽤促進
③知的基盤、研究情報基盤の整備及びその利活⽤促進

Ⅴ．３． （２）研究資⾦制度における審
査及び配分機能の強化

①研究資⾦の審査及び配分に向けた制度改⾰の推進
②競争的資⾦制度の改善及び充実

⼈
材
育
成

Ⅳ．３． 科学技術を担う⼈材の育成 ①⼤学院教育の抜本的強化、 ②キャリアパスの多様化
③技術者の養成及び能⼒開発、
④公正で透明性の⾼い評価制度の構築
⑤研究者のキャリアパスの整備、 ⑥⼥性研究者の活躍の促進

国
際
活
動

Ⅲ．４． 世界と⼀体化した国際活動の戦
略的展開

東アジア・サイエンス＆イノベーション・エリア構想の推進
アフリカ等の開発途上国との国際協⼒の推進

国
⺠
参
画

Ｖ．２． 社会と科学技術イノベーションとの
関係深化

政策への国⺠参画を促進する取組
①倫理的、法的、社会的問題への対応
②社会と科学技術イノベーション政策をつなぐ⼈材の養成
③科学技術コミュニケーション活動の推進

⽣命倫理専⾨調
査会
推進専⾨調査会

サ
イ
ク
ル

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

Ⅴ．３． （４）PDCAサイクルの確⽴ 重要課題に対応した戦略全体の進捗状況を踏まえ、戦略等へ反映 推進専⾨調査会
→各戦略協議会

第４期のフォローアップ
他の計画等の検討結果を踏まえた第４期基本計画の必要な⾒直し

推進専⾨調査会

研究開発評価システムの在り⽅について検討(⼤綱的指針の必要な⾒直し) 評価専⾨調査会
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1⽉ 2⽉ 3⽉ ４⽉
Ⅱ章
・復興再⽣
・GI
・LI

Ⅲ章
・国⺠⽣活

・産業競争⼒

・国家基盤

・共通基盤

Ⅳ章、Ⅴ章
・基礎研究等
・⼈材育成
・国際活動
・ＰＤＣＡサイクル

（宇宙・海洋等とCSTP関与の明確化等）

△戦略協議会
設置

3期取組、成果、課題の総括 △WG等
設置要否

△連絡会（仮称）等
設置検討

４．第４期基本計画推進体制の検討スケジュール（案）

△戦略協議会
設置要否
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２．第４期基本計画のＰＤＣＡについて
（３月まで引き続き議論する）
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●現状では、PDCAサイクルに対する理解や認識がバラバラである。

●今後、PDCAサイクルの目的、実施方法（対象、評価軸、時間軸等）、実施主
体などについて検討が必要。

●検討を始めるにあたって、以下のようにＰＤＣＡサイクルの考え方を整理しては
どうか。

＜目的＞
政策の企画、推進・実行、結果評価を通して、政策の改善・改良を図り、政策推進を建設的に行う（ゼ
ロスタートとしない）ことで、第４期基本計画に掲げた課題を達成する。

第４期基本計画のＰＤＣＡの考え方 １／２

＜効果＞
研究開発の特殊性（当初の予定通りに進展しない不確実さが高
い）に対して、ＰＤＣＡを実施することで、研究開発推進業務に関
する組織能力の向上（累積効果）が期待できる。

＜階層・単位＞
・政策、施策、プログラム、個別研究開発課題（プロジェクト）の
各階層レベルで相当のＰＤＣＡを実施。
例）安定的なエネルギー供給と低炭素化の実現＞再生可能エネルギー
の普及＞太陽光電池の飛躍的拡大＞有機系太陽電池の基礎研究

・ＣＳＴＰの関わり方によって、ＰＤＣＡ実施対象を分類（ＣＳＴＰ主
導対象、ＣＳＴＰ支援対象）し、整理。 11

ＣＳＴＰ主導対象例 ＣＳＴＰ支援対象例

ポスドク制度
競争的資金制度の拡充
公的研究成果を活用した事業化促進
先端融合イノベーション創出拠点
ＷＰＩ
社会還元加速プロジェクト
国家基幹技術
最先端研究開発支援プログラム
最先端・次世代研究開発支援プログラム

科学研究費補助金（間接経費措置）
大学院教育の抜本的強化
国立大学運営費交付金
21世紀ＣＯＥ
ＧＣＯＥ

成果活用の仕組み（知財本部、ＴＬＯ、大学発ベン
チャーなど）
【府省実施の個別施策】
国家的に重要な大規模プロジェクト（評価）

※支援対象に挙げたものは、ＣＳＴＰ以外が主管しており、そのものへの関与はできない。
実際、実体把握もできていない。

※支援対象の府省実施の個別施策については、予算編成時に「ＳＡＢＣ」評価を実施した実績あり。

参考：ＰＤＣＡ実施対象の分類例

＜実施内容＞
・主導対象については、ＣＳＴＰ主体（推進専調等）でEvidence-basedで実施。
・支援対象については、担当府省からの情報提供により、状況を把握したあと、要改善点は本
会議等を通して実施。
・アクションプラン、施策パッケージは、それぞれのプログラム内でＰＤＣＡを実施。

第４期基本計画のＰＤＣＡの考え方 ２／２
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